
16季刊 ひょうご経済　2022年10月（No.156）

森
林
資
源
の
現
状
と

林
業
活
性
化
に
向
け
た
兵
庫
県
の
取
り
組
み
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森
林
は
水
源
の
涵か

ん
よ
う養

、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
木
材
の

生
産
等
の
重
要
な
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
適
切
に

維
持
、
整
備
、
保
全
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

森
林
面
積
の
現
状

　

日
本
は
国
土
の
約
２
／
３
を
森
林
が
占
め
る
森
林
大
国

で
あ
る
。
森
林
は
自
然
の
力
で
成
り
立
っ
た
天
然
林
等
と
、

木
材
生
産
を
目
的
と
し
て
人
の
手
に
よ
っ
て
造
林
さ
れ
た

人
工
林
に
大
別
さ
れ
る
。
２
０
１
７
年
３
月
末
の
森
林
面

積
は
２
５
０
５
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
１
９
６
６
年
と

比
較
し
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
内
訳
を
見
る
と
、
天
然
林
等
が
２
４
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

減
少
し
た
の
に
対
し
て
、
人
工
林
は
２
２
７
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
増
加
し
て
い
る
【
図
表
１
】。

森
林
蓄
積
の
推
移

　

森
林
蓄
積
と
は
森
林
を
構
成
す
る
樹
木
の
体
積
の
こ
と

で
、
森
林
資
源
の
目
安
と
な
る
指
標
で
あ
る
。
１
９
６
６

年
の
森
林
蓄
積
は
、
天
然
林
等
が
13
億
２
９
０
０
万
立
方

メ
ー
ト
ル
に
対
し
て
、
人
工
林
が
５
億
５
８
０
０
万
立
方

メ
ー
ト
ル
と
、
天
然
林
等
が
人
工
林
を
上
回
っ
て
い
た

が
、
１
９
９
０
年
に
両
者
は
逆
転
し
、
以
降
は
そ
の
差
が

拡
大
す
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
２
０
１
７
年
３
月
末
の

考
え
ら
れ
る
。

　

戦
後
復
興
に
よ
り
木
材
需
要
が
増
大
し
た
た
め
、
政
府

は
天
然
林
（
広
葉
樹
）
を
伐
採
し
た
跡
地
に
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
を
植
え
、
人
工
林
に
置
き
換
え
る

政
策
を
打
ち
出
し
大
量
の
苗
木
が
植
林
さ
れ
た
。
し
か

し
、
植
林
し
て
も
木
材
と
し
て
利
用
す
る
に
は
40
年
程

度
か
か
る
た
め
、
不
足
分
を
補
う
べ
く
外
国
産
木
材
の

輸
入
自
由
化
を
段
階
的
に
実
施
し
た
。
折
か
ら
の
円
高

と
相
ま
っ
て
安
価
な
外
国
産
木
材
が
大
量
に
輸
入
さ
れ

【図表１】森林面積の推移（全国）

【図表２】森林蓄積の推移（全国） 

資料：林野庁HP（森林資源の現況 2017年３月31日現在）より当財団で作成

資料：林野庁HP（森林資源の現況 2017年３月31日現在）より当財団で作成

森
林
畜
積
は
、
天
然
林
等
が
１
９
６
６
年
比
１
・
４
倍
の

19
億
３
３
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
、
人
工
林
が

33
億
８
０
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
同
５
・
９
倍
に
大
き
く

増
加
し
て
い
る
【
図
表
２
】。

人
工
林
の
森
林
蓄
積
の
増
加
要
因

　

人
工
林
の
森
林
蓄
積
が
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
政
府

に
よ
る
拡
大
造
林
政
策
と
外
国
産
木
材
の
輸
入
自
由
化
、

お
よ
び
林
業
従
事
者
の
減
少
が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
と
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兵
庫
県
の
森
林
蓄
積
の
現
況

　

兵
庫
県
の
２
０
１
７
年
３
月
末
の
森
林
蓄
積
は

８
５
１
９
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
10
年
前
と
比
べ
て
１
・
２

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
近
年
、
ア
メ
リ
カ
や
中
国
で
木
材

需
要
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
向
け
の
輸
出
量

が
減
少
し
外
国
産
木
材
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
れ
を
補
う

た
め
に
国
産
材
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
今
こ
そ
豊
富
な
森

林
蓄
積
を
木
材
と
し
て
有
効
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

林
業
活
性
化
に
向
け
た
兵
庫
県
の

取
り
組
み

①
林
業
へ
の
就
業
希
望
者
に
対
す
る
支
援

　

兵
庫
県
の
林
業
従
事
者
は
２
０
０
８
年
度
の
１
１
５
５

人
か
ら
２
０
２
０
年
度
は
７
３
４
人
に
減
少
し
て
い
る
。

内
訳
を
み
る
と
60
歳
以
上
は
４
９
５
人
か
ら
１
７
２
人
、

そ
の
割
合
は
43
％
か
ら
23
％
に
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し
、

20
～
49
歳
は
、
４
２
９
人
か
ら
４
２
５
人
と
わ
ず
か
な
減

少
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
割
合
も
37
％
か
ら
58
％
に
増

加
し
て
い
る
【
図
表
４
】。
林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン

タ
ー
で
就
業
希
望
者
を
対
象
に
し
た
相
談
会
や
林
業
体
験

講
習
を
実
施
し
た
こ
と
、
県
立
森
林
大
学
校
で
林
業
関
係

企
業
等
へ
就
職
を
希
望
す
る
学
生
に
就
業
の
斡
旋
を
し
た

こ
と
が
功
を
奏
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

②
木
材
の
利
用
推
進

　

さ
ら
に
、
兵
庫
県
で
は
公
共
施
設
や
利
用
者
の
多
い
オ

フ
ィ
ス
、
店
舗
等
の
民
間
施
設
に
木
材
を
使
用
す
る
な
ど

県
産
木
材
の
利
用
を
促
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

放
置
さ
れ
て
い
た
間
伐
材
を
使
っ
て
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
産
木
材
の
利
用
を
促
し

て
い
る
。
２
０
１
６
年
に
兵
庫
県
と
朝
来
市
は
、
兵
庫
県

森
林
組
合
連
合
会
、（
公
財
）
兵
庫
み
ど
り
公
社
、
民
間

電
力
会
社
の
３
社
で
、
未
利
用
木
材
の
搬
出
か
ら
発
電
ま

で
官
民
協
働
で
行
う
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
開
始

し
た
。

　

兵
庫
県
の
林
業
を
活
性
化
し
森
林
資
源
を
有
効
に
活
用

す
る
取
り
組
み
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
CO2
削
減

に
も
つ
な
が
り
環
境
面
も
改
善
す
る
。
そ
の
た
め
に
官
民

が
一
体
と
な
っ
て
林
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

（
注
１
）
林
齢
と
は
苗
木
を
植
林
し
た
年
度
を
１
年
生
と
数
え
た
時

の
現
在
の
木
の
年
齢
。

る
よ
う
に
な
り
、
国
産
木
材
の
需
要
が
減
少
、
こ
れ
に

呼
応
し
て
林
業
従
事
者
が
減
少
し
た
（
１
９
５
５
年
約

51
・
９
万
人
→
２
０
１
５
年
約
４
・
５
万
人
）。
戦
後
復
興

期
に
か
け
て
植
林
さ
れ
た
苗
木
が
成
長
し
て
伐
採
時
期

を
迎
え
つ
つ
あ
る
中
で
【
図
表
３
赤
枠
部
分
】、
林
業
従

事
者
不
足
が
人
工
林
の
森
林
蓄
積
の
増
大
の
一
因
と
な
っ

て
い
る
。
２
０
１
７
年
３
月
末
の
人
工
林
の
森
林
蓄
積
の

う
ち
、
伐
採
に
適
し
た
林
齢
（
注
１
）
46
年
生
以
上
は
24
億 

９
７
１
４
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と
75
・
５
％
を
占
め
る
。
な

か
で
も
林
齢
46
～
60
年
生
の
森
林
蓄
積
が
多
い
【
図
表
３

青
丸
部
分
】。

【図表３】人工林の林齢別の森林蓄積推移（全国）

【図表４】林業従事者の推移（兵庫県）

資料：林野庁（森林資源の現況 2017年３月31日現在）より当財団で作成

資料：兵庫県（林業統計書より当財団で作成）

単位：百万m³
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